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基本設計・実施設計

基本設計・実施設計（新庁舎）

基本設計・実施設計（人工地盤） 人工地盤建設 (7ヵ月 ) 仮庁舎設置 (5ヵ月 ) 既存庁舎解体 (6ヵ月 )

引越

新庁舎建設 (18.5 ヵ月 ) 供用開始

仮庁舎撤去 (2ヵ月 )

外構仕上工事 (2ヵ月 )

仮庁舎建設 解体工事、建設工事、外構工事 供用開始

Ⅰ期仮設
ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４ ステップ５ ステップ６

Ⅱ期仮設 Ⅲ期仮設
9.0 ヵ月短縮工事期間 43.5 ヵ月

工事期間 54ヵ月
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製作調整

発注
人工地盤 7ヵ月

（広場・駐車場）

南側駐車場仮使用 駐車場使用

新庁舎使用

供用開始

発注

積算設計

条件
整理

上屋

発注

発注

新庁舎 18.5 ヵ月

杭

免震地盤改良

準備 付帯工事
製作

基礎
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外装
内装

外構

2～ 4F
コンクリート

検査

発注

仮使用検査②

完了検査

ゾーニング 実施設計図書
評定・認定

確認申請
積算

納品

構造・設備システム
基本プラン
トータルデザイン

まとめ

S造と SRC 造を組合せ、
コンクリート工事は最小限
現場溶接は極力採用しない

工事工程の詳細検討を
行った工期です

杭の製作期間

総合福祉センター第二駐車場内
市民会館駐車場内

現庁舎敷地

プレキャスト化、ユニット化、
工場製作品の活用により
現場作業を最小限に

基礎は人工地盤を利用し
2階建てにすることで
工期短縮

内部の間仕切り壁
は現場作業が
少ない乾式工法

工事期間中に付帯工事が
できるように準備工事と調整

使用材料の種類を少なくし、
スケールメリットを生かす

仮設仮囲いの
解体工事からの
継続利用

小梁、デッキ床、
床配筋等の先付け
工法の検討

杭の製作期間
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: 工事車両: 市民・利用者車両: 市民・利用者（徒歩）: 仮囲い: 工事中 : 完成
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新庁舎
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: 既存

新庁舎 仮庁舎

建方 1建方 2

SRC 造RC 造 S造新庁舎の建方は北側から施工可能

耐震性能を確保した仮庁舎の早期完成

・耐震性能が不足している現庁舎から一刻も早く移転できる
ように、敷地内の仮庁舎を早期に完成させます。

・仮庁舎は人工地盤（広場・駐車場）を基礎として、耐震性
の高い建築とします。仮庁舎のためだけのコンクリート基
礎が不要になり、工事費が縮減され、設置と撤去の工事期
間も短縮されます。

・人工地盤は実施設計までを先行して平成 29 年度に完了さ
せ、平成 30 年度には仮庁舎を着工できるようにします。

適切な工法と材料による工期短縮

・新庁舎はＲＣ造（鉄筋コンクリート造）、SRC 造（鉄骨鉄
筋コンクリート造）、S 造（鉄骨造）の特性を生かしなが
らバランスよく組み合わせ、剛性を確保しながら軽量化で
きる構造体とし、工期短縮と工事費縮減を図ります。

・プレキャスト化、ユニット化など工場製作の材料を多く使
い、現場作業を最小限にして労務費を縮減するとともに工
期を短縮します。

・使用材料の種類を少なくし、同一サイズの繰り返しが多く
なるようにして、施工性を高め、工期短縮と工事費縮減を
図ります。

100 件を超える庁舎の実績を踏まえ詳細な工期設定

・品質確保に必要なコンクリート打設後の養生期間や、安全
確保のための施工手順が遵守できる、ムリのない適正な工
期とします。

・杭工事は工事着手の直後に開始されます。杭の適切な工場
制作期間の確保できる時期までに、元請発注用の設計図書
を作成します。

・仮庁舎、新庁舎、それぞれへの引越期間はゆとりをもち１
カ月確保します。解体前に行う備品等の整理処分や、本体
工事完了後に行う付帯工事が適切に行えるようにします。

明快な工区分けによる安全確保と仮設の合理化

・敷地を南北に分割して新築と解体を繰り返す中で、敷地中
央の仮囲いの位置は全く変えずに工事が進められるように
して、仮設工事の合理化を図ります。

・南北二つに分かれる敷地のそれぞれの出入口は、南側道路
と西側道路の離れた位置に設置し、工事車両と市民・利用
者動線を明確に分離できるようにして市民の安全を第一に
します。

難易度の高い法令手続きを円滑に進めます

・人工地盤（広場・駐車場）の確認申請と仮使用、人工地盤
に設置する仮庁舎の仮設許可、人工地盤の工事と併行して
行う新庁舎の確認申請手続き等、提案内容の法令手続きの
適法性は指定確認審査機関に確認しております。

・仮庁舎の仮設許可はリース会社が行います。仮庁舎の基礎
設計をはじめ仮設許可の法令手続きがスムーズに進められ
るように、人工地盤の設計時にあらかじめ行政協議を十分
に行い、法令解釈と工事区分を明快にした性能要求書を作
成します。

高品質と工期短縮の両立　ー全工程を見通したムリとムダのない計画で供用開始を９ヶ月早めますー
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 全体概略工程表


